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日
米
核
密
約

〃
日
本
は
了
解
〃
う
き
ぼ

‐
り

外
務
省
の

「密
約
」
調
査
を
巡

っ
て
行
わ
れ
た
２
日
の
衆
院
外

務
委
員
会
で
の
参
考
人
質
疑
。
核
密
約
の
存
在
を
否
定
す
る

「有

識
者
委
員
会
報
告
書
」
の
虚
構
性
に
加
え
、
日
米
間
で
交
わ
さ
れ

た
無
数
の

「密
約
」
は
、
米
国
が
日
本
を

一
方
的
に
東
縛
す
る
と

い
う
従
属
的
な
性
格
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

米
の
意
図
理
解
し
て
い
た
か

「密
約
」
と
は

初
日
か
ら
解
釈
明
示

核
密
約
文
書
で
あ
る

「討
論
記

録
」
の
署
名

（
１
９
６
０
年
１
月

６
日
）
に
あ
た
り
、
日
本
側
が
米

側
の
意
図
を
理
解
し
て
い
た
の
か

―
。
こ
の
点
が
、
参
考
人
質
疑
で

の
大
き
な
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

「討
論
記
録
」
は
、
核
兵
器
の

配
備
は
日
米
間
の

「事
前
協
議
」

の
対
象
と
し
た
上
で
、
核
兵
器
を

搭
載
し
た
米
艦
船

ｏ
航
空
機
の
日

本

へ
の
立

ち

入

り

（
エ
ン
ト

リ

ー
）
は

「現
行
通
り
」
、
つ
ま
り
核

持
ち
込
み
を
従
来
ど
お
り
自
由
に

続

け
る

こ
と
を
合

意
し
て

い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
「報
告
書
」
は

「討

論

記
録
」
の
存
在

を

認

め

な

が

ら
、
核
艦
船

・
航
空
機
の
寄
港

・

通
過
を

「事
前
協
議
」
の
対
象
外

に
す
る
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
、

只
米
国

は
）
日
本
側
に
明
ら
か

に
し
た
形
跡
は
な
い
」
と
結
論
づ

け
て
い
ま
す
。
有
識
者
委
の

一
人

で
あ
る
坂
元

一
哉

。
大
阪
大
教
授

は
、
「討
論
記
録
」
の
解
釈
で

「日

米
間
に
不

一
致
が
あ

っ
た
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
共
産
党
の

笠
井
亮
議
員
は
、
①
安
保
改
定
交

渉
初
日
の
５８
年
１０
月
４
日
に
米
側

が

「事
前
協
議
」
に
関
す
る
解
釈

を
明
確
に
示
し
て
い
た
②
５９
年
６

月

の
米
大
使
館
公
電
で
、
「討
論

記
録
」
の
最
終
合
意
に
あ
た

っ
て

日
本
側
が
詳
細
な
検
討
を
行

っ
て

い
た
こ
と
を
記
し
て
い
た
―
と
の

事
実
を
指
摘
。
さ
ら
に
坂
元
氏
自

身
、
自
著

『
日
米
同
盟
の
絆
』
で

５８
年
当
時
の
米
解
禁
文
書
を
引
用

し
て
、
「
日
本
側
は
、
艦
船
の
寄

港
は
事
前
協
議
の
対
象
外
に
し
た

い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
側
の
意
図
を

十
分

理
解

し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
」
と
書
い
て
い
た
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。

坂
元
氏
は
、

６６
年
当
時
の
米
側

文
書
に
、
「艦
船
と
航
空
機
に
積

載
さ
れ
た
核
兵
器
の
問
題
は
…
ど

の
よ
う
な
具
体
的
了
解
に
も
達
し

な
か

っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
部

分
を
あ
げ
て
反
諭
し
ま
し
た
が
、

自
著
を
含
め
、

５８
～
５９
年
当
時
の

文
書
に
つ
い
て
正
面
か
ら
言
及
し

核
搭
載
艦
の
寄
港
あ
っ
た
か

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
坂
元
氏
は
、
核
持
ち
込

み
に
関
す
る
明
確
な
合
意
が
な
か

参考人に質問する笠丼亮
議員=2日 、衆院外務委

意見 をのべる国際問題研究者の新原昭治氏=2日 、衆院外務委

原
潜
の
核
配
備
は
継
続

９‐
年
に
ブ

ッ
シ

ュ
米
政
権
が
戦

術
核
撤
去
を
表
明
し
て
以
降
も
、

日
本
に
核
搭
載
艦
船
が
寄
港
し
て

い
た
の
か
―
。
こ
れ
も
焦
点
と
な

り
ま
し
た
。

国
際
問
題
研
究
者
の
新
原
昭
治

氏
は
、

９４
年
の
米
核
態
勢
見
直
し

（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
で
、
水
上
艦
船

へ
の

核
配
備
能
力
を
撤
去
す
る

一
方
、

潜
水
艦

へ
の
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
配

備
能
力
を
維
持
す
る
と
方
針
転
換

し
た
こ
と
を
指
摘
。
実
際
、
２
０

占
領
期
の
特
権

今
も

日
米
安
保
条
約
に
か
か
わ
る
膨

大
な
密
約
―
。
い

っ
た
い
、
こ
の

「密
約
」
と
は
何
な
の
か
、
有
識

者
委
が
対
象
と
し
た
４
分
野
以
外

に
も
密
約
は
あ
る
の
か
―
。
「密

約
」
論
も
各
党
議
員
の
大
き
な
関

心
と
な
り
ま
し
た
。

琉

球
大

学

の
我
部

政

明
教

授

は
、

一
連
の
密
約
は

「日
本
側
の

行
動
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
米
側
の
行
動
を
規
制
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
対
米

従
属
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
と

指

摘
。
新

原

氏

も
、
今

も

続

く

「密
約
」
問
題
は
、
「占
領
期
に
つ

く
ら
れ
た
米
軍

の
軍
事
的

特
権

が
い
ま
だ
に
清
算
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
る
も
の
」
と
述
べ
ま
し

た
。そ

の
上
で
、
４
分
野

（①
核
持

て
、
「
日
本
側
の
文
書
が
欠
落
し

て
い
た
」
こ
と
を
挙
げ
、
将
来
、

欠
落
文
書
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
結

論
が
変
わ
る
と
の
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
笠
丼

氏

は
、
ョ
報
告
書
』
は
研
究
者
の
個

人
論
文
で
は
な
い
。
日
本
国
民
の

命
運
が
か
か

っ
た
問
題
だ
」
と
批

判
し
ま
し
た
。

０
０
年
当
時
、

１０
隻
の
攻
撃
型
原

潜
が
核
任
務
の
認
証
を
受
け
、
日

本
に
寄
港
し
て
い
た
こ
と
ゃ
、
原

潜
搭
載
型

の
核
ト

マ
ホ
ー
ク

に

つ
い
て
、
廃
棄
の
期
限

で
あ

る

‐３
年
以
後
も

「
段
階
的
な
廃
棄
」

と
称

し

て
配
備
を
継
続

す
る
可

能
性
を
挙
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
関
し
て
、

９２
年
以
後
は

日
本

へ
の
核
艦
船
寄
港
は
な
い
と

い
う
認
識
を
持

っ
て
い
た
他
の
参

考
人
も
、
「潜
水
艦

へ
の
配
備
は

知
ら
な
か

っ
た
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

ち
込
み
②
朝
鮮
半
島

へ
の
自
由

出
撃
③
沖
縄

へ
の
核
再
配
備
④

沖

縄
返
還

に
伴
う
原
状

回
復
費

の
肩
代

わ
り
）
の
密
約

以
外

に

存

在

が

明

ら

か

な

も

の

と

し

て
、
①

米
軍

の
事
件

。
事
故

に

か
か
わ
る
刑
事
裁
判
権

の
放
棄

に
関

す
る
密
約
②
原
子
力
空
母

の
配
備

に
伴

う
放
射
能

調
査

に

関
す
る
密
約
③
日
本
有
事

の
際

に
自
衛
隊
が
米
軍

の
指

揮
下
に

入
る
と
の
密
約
―
な
ど
を
指
摘
。

明
確
な
文
書
が
存
在
し
な
い
、
１

９
６
０
年
の

「も
う

一
つ
の
核
密

約
」
と
し
て
、
日
本
国
内

へ
の
核

貯
蔵
に
関
す
る
密
約
を
挙
げ
、
こ

れ
ら
に
関
す
る
調
査
を
求
め
ま
し

た
。


